
そうじゃ  議会だより
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６
月
定
例
市
議
会
の
予
定

議
長
交
際
費
執
行
状
況

日　時 内　容

６月 3日（月） 開会

６月 7日（金） 一般質問

６月10日（月） 一般質問

６月11日（火） 一般質問・質疑

６月12日（水） 委員会

６月13日（木） 委員会

６月18日（火） 閉会

問い合わせ � 議会事務局 ℡ 92-8332

○東公民館服部分館

意見
・	コミュニティの範囲は公民館を単位としても良いのではないか。
・	コミュニティへの補助制度が周知されていないのではないか。
・	現在の自治会への補助金制度（５万円）は非常に使いにくい。

回答

・	補助制度の見直しについては、議会としても、市民の皆さん方のご意見を十分いただきなが
らよりよい制度になるよう提言してまいります。平成 25年度においては、当局も各地区へ
出かけていき、市民の皆さんのご意見をいただきながら、十分に補助制度の周知を行うとと
もに、コミュニティ組織を作るための説明をしていくとのことなので、しっかり話し合って
もらいたいと思います。

意見 ・	どこに誰が住んでいるのか把握したくても、個人情報の関係とかで難しく、悩んでいる。

回答 ・	個人情報保護法の壁もありますが、地区のコミュニティ活動をさらに深めていっていただき
たいと思います。

○西公民館新本分館

意見

・	介護認定を受ける時に、なるべく認定を重くすると良いという意識があったが、実は自己負
担額も増える仕組みになっている。そのことが理解できていない人が多かった。介護保険の
負担が増えているのは、施設が増えて、施設にお金が使われているからではないか。自分の
親は自分で看る、そのためにお金を使ってもらいたいと思う。これからは、介護の問題が非
常に心配だ。

回答
・	今後、超高齢化社会を迎えるに当たって、行政としていろいろな介護サービスを行うととも
に、介護保険制度の維持に努めているところですが、議会でも、市民の皆さん方のご理解を
いただいて充実した介護制度になるようチェックしてまいります。

○中央公民館池田分館

意見
・	国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険などの特別会計の合計が一般会計の半分にあたる。
戦後、食べ物が変わって病気が増えた。日本人本来の食事に戻さないと医療費が追いつかな
い。介護保険料も高い。議会として市民の健康を守るために本当はどんな事が必要なのか
もっと研究し、財政のうち医療費、高齢者に係る費用を減らす努力をしてはどうか。

回答

・	健康は一番大切なことなので、食育、地産地消で学校給食に地元の野菜を取り入れることに
市長は力を入れています。高齢者の介護予防に力を入れるよう議会でも提言し、市でも百歳
体操等について取り組んでいます。これからも国保料や介護保険料は増えるので、それを抑
えるために何が必要か、当局へ常々提言もしているところです。また、地域包括センターに
おいても予防的な取組に力を入れています。地域包括センターは、市が直営していたものを
平成 24年度から６地区に分け、24時間対応できるよう民間委託しました。本市の地域包
括センター業務は県下でも充実しており、さらに、高齢者に適度に体を動かしてもらおうと、
市長がスポーツ関係にも力を入れています。議会でも、さらに予防医療に力を入れるよう提
言してまいります。

意見 ・	県が管理する河川内の樹木を、県とも相談して対応してほしい。

回答
・	県に確認したところ、河川の流水の著しい妨げになっているところについては、県で現地調
査の上、緊急度を勘案し、できるところから対応を検討したいとのことです。地元土木担当
員から要望をしていただきたいと思います。

意見 ・	地区内の県道を通る通学路の安全確保のため、狭い箇所の改善をしてほしい。

回答 ・	当局に確認したところ、県への要望は市を通じて行っており、それに基づいて県も部分的に
測量に入り、一部分は平成 25年度に着工するとのことです。

○昭和公民館下倉分館

意見
・	土木担当員の要望事業については、無駄があるのではないか。そのあたりを議員が研究して
もらいたい。公金が適正に使われているのか。担当員の権限だけでやっている。無駄に使わ
れていないことが分かるよう、公表できるように、議会で制度を変えるべきだ。

回答

・	道路水路を守る会の予算は、均等割、道路・水路延長により配分しています。道路水路を守
る会と小規模工事の予算は、使いきらなければならないことはありません。守る会の予算は、
地区によりいろいろな使い方をしており、指定はできませんが、毎年、会計報告をするよう
お願いしています。

	 議会も引き続き、このことについては監視・研究をしていき、透明性を確保することをお願
いしていきます。

支出区分 支払日 支出金額 支出先等

お　供
1/17
3/1

32,130
10,000

教育長実母の生花
瀬戸内市議会副議長の実父香典

土産等
1/14
1/16
3/19

14,250 
13,500
5,420

総務文教委員会行政視察先
厚生委員会行政視察先
新潟県十日町市議長来総

合　計 － 75,300 －

４月から
の累計 － 236,460 －

［平成25年１，２，３月分］

◎ご意見・回答の主なもの（紙面の都合で一部省略、割愛しています。）

－報告会でのご意見は
議会や議員が行う政策提言に－

ご意見・ご要望について
回答をまとめました

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
議
会

報
告
会
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
数
多
く
の
ご
意

見
、
ご
要
望
に
対
す
る
回
答
を
、

当
局
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

所
管
の
委
員
会
で
下
表
の
と
お

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
出
席
者
の
意
見

の
う
ち
主
な
も
の
と
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
委
員
会
の
考
え
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　

次
回
の
報
告
会
に
お
い
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
政
策
提
言
等
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
次
回
報
告
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

会
で
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ

い
て
当
局
の
見
解
を
聞
く
調
査
を

実
施
。
委
員
の
間
で
協
議
も
行
い
、

委
員
会
の
考
え
方
等
を
ま
と
め
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
当
局
の
今
後

の
対
応
を
注
意
深
く
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ま
い
り
ま
す
。

当
局
に
現
状
を
聞
き
取
り

厚
生
・
建
設
消
防
委
員
会
で
協
議

　

第
２
回
議
会
報
告
会
に
出
席
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意

見
、
提
案
な
ど
が
議
会
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
生
委
員
会
と
建
設
消
防
委
員

算
は
、
各
分
科
会
で
の
審
査
の
結

果
を
踏
ま
え
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
を
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

強
く
求
め
る
。

１　

総
社
市
公
共
工
事
契
約
変
更

審
査
委
員
会
を
設
置
し
た
が
、

同
じ
よ
う
な
事
態
が
再
発
し
た

と
い
う
こ
と
は
同
委
員
会
が
全

く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
再
発
防
止

の
た
め
、
同
委
員
会
の
あ
り
方

を
含
め
、
契
約
金
額
の
変
更
に

係
る
手
続
き
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
こ
と
。

２　
「
請
負
工
事
設
計
変
更
基
準
」

等
工
事
関
係
規
程
の
遵
守
に
つ

い
て
、
関
係
職
員
に
徹
底
を
図

る
こ
と
。

【
平
成

【
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
予
算

年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第

（
議
案
第
3838
号
）
審
査
特
別
委
員

号
）
審
査
特
別
委
員

会
建
設
消
防
分
科
会
】

会
建
設
消
防
分
科
会
】

問

土
木
担
当
員
が
管
理
す
る
報

償
費
の
会
計
が
不
明
瞭
と
の
指
摘

が
あ
る
が
、
改
善
は
な
さ
れ
た
か
。

答

報
償
費
の
使
途
は
各
地
区
へ

任
せ
て
い
る
。
土
木
担
当
員
に
は
、

機
会
あ
る
ご
と
に
会
計
報
告
を
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予

る
。

　

昨
年
の
５
月
臨
時
会
に
お
い
て

も
同
様
の
問
題
が
発
覚
し
、
本
委

員
会
で
そ
の
問
題
を
指
摘
し
た
ば

か
り
で
あ
る
。
１
年
も
た
た
な
い

う
ち
に
再
び
こ
の
よ
う
な
事
態
を

招
い
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

本
委
員
会
で
は
可
決
す
べ
き
と

決
し
た
が
、
短
期
間
の
う
ち
に
地

方
自
治
法
に
明
ら
か
に
抵
触
す
る

と
と
も
に
議
会
の
議
決
権
を
侵
害

す
る
行
為
を
再
発
し
た
市
当
局
に

対
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を

変
更
を
生
じ
さ
せ
た
が
、
再
び
こ

の
よ
う
な
事
案
を
発
生
さ
せ
た
点

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

誠
に
申
し
訳
な
い
。
今
後
は

職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
徹
底

し
て
再
発
を
防
止
し
た
い
。

◎
本
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
、

設
計
変
更
の
基
準
及
び
経
緯
が

不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
建
設

消
防
委
員
会
の
総
意
と
し
て
付

帯
決
議
を
付
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

《
付
帯
決
議
》

《
付
帯
決
議
》

　

本
議
案
は
、
平
成
24
年
９
月
定

例
会
に
お
い
て
可
決
し
た
清
音
神

在
本
線
改
良
（
下
部
工
）
工
事
の

契
約
金
額
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
契
約
金
額
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
以
降
も
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
な
く
漫
然
と
工
事
を
進
め
、

変
更
部
分
の
ほ
と
ん
ど
の
工
事
が

完
了
し
た
時
点
に
な
っ
て
初
め
て

議
案
を
提
出
し
て
き
た
も
の
で
あ

建設が進む高梁川新架橋

委
員
会
活
動
報
告


